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令和 3 年度の放射線審議会の開催状況 

 
令和 4 年 4 月 6 日 
原 子 力 規 制 庁 

 

１．趣旨 

本議題は、令和 3 年度の放射線審議会の開催状況について報告するものであ

る1。 

 

２．報告内容 

放射線審議会総会は、令和 3 年度に 3 回開催された（別紙 1 参照）。その中で、

諮問案件に係る審議、その他調査・審議が行われた。その概要は以下のとおり。

なお、意見具申は行われなかった。 

 

（１）諮問及び答申について 

① IEC（国際電気標準会議）規格改正に伴う国内関連法令の改正について 

IEC の口内法撮影用 X 線撮影装置に係る規格の改正に伴い、以下の国内

法令の改正について、厚生労働省及び農林水産省から諮問がなされ、第 155

回総会（令和 4 年 2 月）における審議の結果、意見を付帯した上で妥当で

ある旨が答申された2（諮問及び答申の詳細は、別添 1 及び 2 参照）。 

  ・医療用エックス線装置基準（厚生労働省） 

  ・医療法施行規則（厚生労働省） 

  ・獣医療法施行規則（農林水産省） 

 

（２）調査審議事項3について 

① 「放射線防護の基本的考え方の整理」の更新について 

令和 2 年度に開催された第 149 回総会及び第 152 回総会における審議に

おいて、①クリアランスの考え方、②令和 2 年 12 月に出版された ICRP 勧

 
1 令和元年度第 63回原子力規制委員会（令和 2年 2月）において、放射線審議会に係る諮問・答申及び
意見具申をとりまとめ、審議状況と合わせて、年に一回程度報告するとする方針を原子力規制庁から提

案し、了承された。 
2 答申においては、「対象となる手持ち撮影を意図する口内法撮影用エックス線装置の装置表面の放射線
量の評価において、「0.05 ミリグレイ毎時以下」という表現は、IEC60601-2-65.2021 の要求に従え
ば、１時間の累積線量が 0.05 ミリグレイを超えないことという趣旨であるため、その旨の理解が得ら
れるよう、関係機関に周知すること。」を求める意見が付帯された。 

3 平成 29年 4月の放射線障害防止の技術的基準に関する法律の改正により、放射線審議会の所掌事務
に、主体的な調査審議・意見具申を行う機能が追加され、国際的な知見の取り入れについて自ら調査

し、関係行政機関に提言を行うことで最新知見の取り入れを促進できるようになった。 
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告「大規模原子力事故における人と環境の放射線防護（Pub.146）」の内容及

び③ICRP において 1990 年勧告以降に考え方が示されるようになった、個

人関連の評価と線源関連の評価の考え方について、「放射線防護の基本的考

え方の整理-放射線審議会における対応-」（平成 30 年 1 月。以下「基本的

考え方」という。）の中に反映すべきである旨、委員から意見があった。 

これらを踏まえ、第 153 回総会（令和 3 年 6 月）において、「基本的考え

方」の更新ポイントについて事務局から提案するとともに、委員からの御

意見を踏まえ、第 154 回総会（令和 3 年 10 月）及び第 155 回総会（令和 4

年 2 月）において、更新文案について事務局から報告し、同文案が了承さ

れた。（別添 3 参照）。令和 4 年 3 月 16 日に開催した関係省庁連絡会を通じ

て、更新された「基本的考え方」を事務局から関係省庁に周知した。 

 

② 自然起源放射性物質に関する現況について 

前年度に引き続き、自然起源放射性物質（以下「NORM」という。）への対

応については、第 153 回総会（令和 3 年 6 月）において、国内における NORM

からの被ばく実態及び NORM に関する防護上の論点について専門家（東京大

学の飯本教授及び量子科学技術研究開発機構の岩岡主幹研究員）から報告

があった。 

第 155 回総会（令和 4 年 2 月）では、平成 15 年の放射線審議会基本部会

報告書「自然放射性物質の規制免除について」において「今後の検討」とさ

れていたチタン残渣、石炭灰、屋内ラドン等に係る国内のフォローアップ

状況について事務局から報告した。今後、NORM に係る ICRP、IAEA の刊行物

等や放射線安全規制研究戦略的推進事業費「自然起源放射性物質（NORM）に

よる被ばくの包括的調査」事業の結果等を踏まえ、NORM に関する放射線審

議会の対応について、引き続き検討を行うこととされた。 

 

③ 放射線障害防止の技術基準に関する国際動向について 

第 153 回総会（令和 3 年 6 月）において、（ア）については、事務局から

報告し、（イ）については、研究受託者の神田委員から報告があった。 

（ア）UNSCEAR(原子放射線の影響に関する国連科学委員会)、ICRP(国際放

射線防護委員会)、ICRU(国際放射線単位測定委員会)及び IAEA(国際

原子力機関)等の刊行物及び国際会議の内容。 

（イ）放射線安全規制研究戦略的推進事業（放射線防護研究分野における

課題解決型ネットワークとアンブレラ型統合プラットフォームの

形成）において、令和 3 年 1 月に開催された国際動向に関する情報

共有のための報告会の内容。 
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そのなかで、標準動植物の被ばく線量評価に必要な情報が ICRP から勧告

された旨、報告された。放射線審議会基本部会が平成 23 年 1 月に出した

「国際放射線防護委員会(ICRP)2007 年勧告(Pub.103)の国内制度等への取

り入れについて-第二次中間報告-」において、環境の放射線防護について

は、ICRP の今後の検討を踏まえた上で、放射線審議会にて検討を開始する

ことと整理されている。ICRP では、引き続き放射線防護体系を適用する際

の環境の考慮について検討がなされていることから、その動向を注視し、

放射線審議会における環境の放射線防護についての取扱いを検討すること

となった。 

 

④ 眼の水晶体の等価線量限度の見直しに係るフォローアップについて 

令和元年度の眼の水晶体の等価線量限度の見直しのための国内関連法令

の改正に係る諮問の審議において、医療法施行規則、電離放射線障害防止

規則等に係る諮問に対して、答申の際に以下の二点について意見を付帯し

ている。 

（ア）医療機関の放射線業務従事者の線量管理を徹底させるため、必要な

措置を講じること。 

（イ）眼の水晶体の等価線量限度に係る経過措置期間中（令和 8 年 3 月 31

日まで）の被ばくの状況等を把握し、当審議会に報告すること。 

第 154 回総会（令和 3 年 10 月）において、厚生労働省が実施した令和 2

年度の電離健診対象事業場に対する自主点検を中心とした当該付帯事項の

実施状況について、厚生労働省の担当者から報告された。 

今後も引き続き、当該付帯事項の実施状況について、厚生労働省から報

告を受けることとなった。 
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令和 3 年度の放射線審議会の開催実績 

 

●放射線審議会第 153 回総会（令和 3 年 6 月 23 日） 

（１） 会長の選任及び会長代理の指名 

（２） 自然起源放射性物質に関する現況について 

（３） 放射線障害防止の技術的基準に関する国際動向について 

（４） 放射線防護の基本的考え方について 

（５） その他 

 

●放射線審議会第 154 回総会（令和 3 年 10 月 29 日） 

（１） 眼の水晶体の等価線量限度の見直しに係るフォローアップについて 

（２） 放射線防護の基本的考え方について 

（３） その他 

 

●放射線審議会第 155 回総会（令和 4 年 2 月 18 日） 

（１） IEC（国際電気標準会議）規格改正に伴う国内関連法令の改正について

（諮問） 

（２） 放射線防護の基本的考え方について 

（３） 自然起源放射性物質に関する現況について 

（４） その他 
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原規放発第 2202224 号 

令和 4 年 2 月 22 日 

農林水産大臣 金子 原二郎 殿 

放射線審議会会長 甲斐 倫明 

（公印省略） 

獣医療法施行規則の改正について（答申） 

令和 4 年１月 24 日付け３消安第 5539 号をもって諮問のあった事項について

は、妥当である。 

なお、当審議会は獣医療法施行規則の改正後の対応において留意すべき事項

を以下のとおり申し添える。 
 
１．対象となる手持ち撮影を意図する口内法撮影用エックス線装置の装置表面

の放射線量の評価において、「0.05 ミリグレイ毎時以下」という表現は、

IEC60601-2-65.2021 の要求に従えば、１時間の累積線量が 0.05 ミリグレ

イを超えないことという趣旨であるため、その旨の理解が得られるよう、関

係機関に周知すること。 
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３消安第５５３９号 

令和４年１月 24 日 

放射線審議会 

会長 甲斐 倫明 殿 

農林水産大臣 金子 原二郎 

獣医療法施行規則の改正について（諮問） 

 獣医療法施行規則（平成４年農林水産省令第 44 号）を別添のとおり改正すること

について、放射線障害防止の技術的基準に関する法律（昭和 33 年法律第 162 号）第

６条の規定に基づき、貴会の意見を求める。 
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○
農
林
水
産
省
令
第

号

獣
医
療
法
（
平
成
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
獣
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

獣
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

獣
医
療
法
施
行
規
則
（
平
成
四
年
農
林
水
産
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。
）
で
こ
れ
に
対
応
す

る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規

定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

�
�

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

第
八
条

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
防
護
）

第
八
条

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

エ
ッ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
す
い
以
外
の
エ
ッ
ク
ス

線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中
の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ

率
」
と
い
う
。
）
に
な
る
よ
う
に
し
ゃ
へ
い
す
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
手
持
ち
撮
影
を
意
図
し

な
い
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
っ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦

点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以

下
ニ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
手
持
ち
撮
影
を
意
図
す

る
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
っ
て
は
、
装
置
表
面
に
お
い
て

、
〇
・
〇
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

に
あ
っ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ヘ

（
略
）

二

（
略
）

一

エ
ッ
ク
ス
線
管
の
容
器
及
び
照
射
筒
は
、
利
用
線
す
い
以
外
の
エ
ッ
ク
ス

線
量
が
次
に
掲
げ
る
自
由
空
気
中
の
空
気
カ
ー
マ
率
（
以
下
「
空
気
カ
ー
マ

率
」
と
い
う
。
）
に
な
る
よ
う
に
し
ゃ
へ
い
す
る
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

定
格
管
電
圧
が
百
二
十
五
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
口
内
法
撮
影
用
エ
ッ
ク

ス
線
装
置
に
あ
っ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離

に
お
い
て
、
〇
・
二
五
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

（
新
設
）

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

に
あ
っ
て
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
管
焦
点
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
お
い
て

、
一
・
〇
ミ
リ
グ
レ
イ
毎
時
以
下

ホ

（
略
）

二

（
略
）

２

（
略
）�

２

（
略
）

３

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
つ
い
て
、
第
一
項
に

規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
Ｃ
Ｔ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
っ

て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

３

診
療
施
設
の
管
理
者
は
、
撮
影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
つ
い
て
、
第
一
項
に

規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
措
置
（
Ｃ
Ｔ
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
っ

て
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

三

携
帯
型
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
う
ち
、
手
持
ち
撮
影
を
意
図
す
る
口
内
法
撮

影
用
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
あ
っ
て
は
、
公
称
管
電
圧
七
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
で
〇

・
二
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
鉛
当
量
以
上
の
取
り
外
し
の
で
き
な
い
後
方
散
乱
エ

ッ
ク
ス
線
シ
ー
ル
ド
構
造
を
備
え
る
こ
と
。

４

（
略
）�

一
・
二

（
略
）

（
新
設
）

４

（
略
）
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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
診
療
施
設
に
備
え
ら
れ
て
い
る
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
対
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
獣

医
療
法
施
行
規
則
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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